
 

議第 ２ 号 

 

山形県文化財保護条例第 32 条第１項の規定による山形県指定名勝の 

指定の解除について 

 

山形県文化財保護条例（昭和 30 年８月県条例第 27 号）第 32 条第 1 項の規定によ

り、次の山形県指定名勝の指定を解除する。 

 

名  称 所 在 地 地 番 所有者 所有者の住所 

仲野半四郎氏庭園 

天童市一日町 

二丁目 

13 番８ 

の部分 

仲野 浩 

天童市一日町二丁目

４番 43 号 

※所有者が個人のため、所有者名と住所は非公開 

提 案 理 由 

山形県指定名勝仲野半四郎氏庭園の西側一部が県道拡幅工事区域にかかることか

ら指定を解除するため提案するものである。 

 

  平成 27 年３月 16 日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 野  滋    
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議第 ３ 号 

 

山形県文化財保護条例第 32 条第１項の規定による山形県指定天然記念 

物の指定の解除について 

 

山形県文化財保護条例（昭和 30 年８月県条例第 27 号）第 32 条第 1 項の規定によ

り、次の山形県指定天然記念物の指定を解除する。 

 

名    称 員 数 所 有 者 所有者の住所 

本覚寺の左右の松 １ 宗教法人本覚寺 村山市楯岡楯２番４号 

 

提 案 理 由 

山形県指定天然記念物本覚寺の左右の松について、枯死により天然記念物の価値

を失ったことから指定を解除するため提案するものである。 

 

平成 27 年３月 16 日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 野  滋    
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○山形県文化財保護条例（昭和30年８月１日山形県条例第27号）（抜粋） 

 

第１章 総則 

第２章 県指定有形文化財 

（指定） 

第４条 教育委員会は、県の区域内に存する有形文化財（法第27条第１項の規定により重要文化財に指定

されたものを除く。以下同じ。）のうち県にとつて重要なものを山形県指定有形文化財（以下「県指定

有形文化財」という。）に指定することができる。 

２ 前項の規定による指定をするには、教育委員会は、あらかじめ、指定しようとする有形文化財の所有

者及び権原に基づく占有者の同意を得なければならない。ただし、所有者又は権原に基く占有者が判明

しない場合はこの限りでない。 

３ 第１項の規定による指定は、その旨を県公報で告示するとともに、当該有形文化財の所有者及び権原

に基づく占有者に通知してする。 

４ 第１項の規定による指定は、前項の規定による県公報の告示があつた日からその効力を生ずる。 

５ 第１項の規定による指定をしたときは、教育委員会は、当該県指定有形文化財の所有者に指定書を交

付しなければならない。 

（解除） 

第５条 教育委員会は、県指定有形文化財が県指定有形文化財としての価値を失つた場合その他特殊の事

由があるときは、その指定を解除することができる。 

２ 前項の規定による指定の解除には、前条第３項及び第４項の規定を準用する。 

３ 県指定有形文化財について法第27条第１項の規定による重要文化財の指定があつたときは、当該県指

定有形文化財の指定は、解除されたものとする。 

４ 前項の場合には、教育委員会は、その旨を県公報で告示するとともに、当該県指定有形文化財の所有

者及び権原に基づく占有者に通知しなければならない。 

５ 第２項で準用する前条第３項の規定による県指定有形文化財の指定の解除の通知を受けたとき及び前

項の規定による通知を受けたときは、所有者は、すみやかに県指定有形文化財の指定書を教育委員会に

返付しなければならない。 

 

第５章 県指定史跡名勝天然記念物 

（指定） 

第31条 教育委員会は、県の区域内に存する記念物（法第109条第１項の規定により史跡、名勝又は天然記

念物に指定されたものを除く。）のうち県にとつて重要なものを山形県指定史跡、山形県指定名勝又は

山形県指定天然記念物（以下「県指定史跡名勝天然記念物」と総称する。）に指定することができる。 

２ 前項の規定により指定には、第４条第２項から第４項までの規定を準用する。 

（解除） 

第32条 教育委員会は、県指定史跡名勝天然記念物が県指定史跡名勝天然記念物としての価値を失つた場

合その他特殊の事由があるときは、その指定を解除することができる。 

２ 県指定史跡名勝天然記念物について法第109条第１項の規定による史跡、名勝又は天然記念物の指定が

あつたときは、当該県指定史跡名勝天然記念物の指定は、解除されたものとする。 

３ 第１項の規定による指定の解除には、第５条第２項の規定を、前項の場合には、第５条第４項の規定

を準用する。 

（標識等の設置） 

第33条 県指定史跡名勝天然記念物の所有者（第36条で準用する第７条の２の規定により指定を受けた管

理団体がある場合は、その者）は、教育委員会規則の定める基準により、県指定史跡名勝天然記念物の

管理に必要な標識、説明板、境界標、囲いその他の施設を設置するものとする。 

（土地の所在等の異動の届出） 

第34条 県指定史跡名勝天然記念物の指定地域内の土地について、その土地の所在、地番、地目又は地積

に異動があつたときは、所有者（第36条で準用する第６条第２項の規定により選任した管理責任者があ

る場合又は第７条の２の規定により指定を受けた管理団体がある場合は、その者）は、すみやかにその

旨を教育委員会に届け出なければならない。 
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